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シルバー やす令和 4年 9月 26 日 （２）

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営

は
『
安
全
は
す
べ

て
に
優
先
す
る
』

を
基
本
に
会
員
皆
様
の
安
全
就
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
傷

害
事
故
及
び
損
害
賠
償
事
故
は
、
会

員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
昨
年
よ

り
減
少
し
一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
目
指
す
も
の
は
『
事
故
ゼ

ロ
』
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員

の
皆
様
に
は
、
日
々
安
全
に
仕
事
を

す
る
こ
と
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
今
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

は
い
う
に
及
ば
ず
、
国
・
県
・
市
の

財
政
的
支
援
を
は
じ
め
、
民
間
企
業

や
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

得
て
、
受
注
件
数
、
契
約
金
額
と
も

に
、
前
年
度
に
比
べ
て
わ
ず
か
に
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
さ

ら
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

新
た
な
就
業
先
の
発
掘
と
契
約
件
数

の
確
保
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
員
数
の
減
少

に
つ
き
ま
し
て
は
深
刻
な
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
員
自
ら
が
新
た
な

入
会
希
望
者
を
紹
介
す
る
「
入
会
者

紹
介
制
度
」
の
活
用
や
市
の
広
報
紙

へ
の
掲
載
、
入
会
説
明
会
を
効
果
的

に
開
催
す
る
等
、
新
規
会
員
の
加
入

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
令
和
四
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
基
本
理
念
で
あ
り
ま

す
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」

の
も
と
に
、
効
率
的
で
健
全
な
事
業

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。 理

事
長   

山

本

克

巳

理
事
長   

山

本

克

巳

安
全
・
適
正
就
業
と
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

近
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
大
規

模
災
害
、
ル
ー
ル
無
視
の
交
通
事
故

な
ど
が
多
発
し
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
中
に
、
様
々
な
危
険
が
潜
ん
で

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
会
員
の

皆
様
が
安
全
で
適
正
な
就
業
を
し
て

い
た
だ
く
に
は
、
ま
ず
、「
自
分
の

各
部
会
長

　

  

就
任
の
挨
拶

各
部
会
長

　

  

就
任
の
挨
拶

祇
王
四
班   

坂 

﨑  

潤 

一

祇
王
四
班   

坂 

﨑  

潤 

一

安
全
・
適
正
就
業
委
員
長

安
全
・
適
正
就
業
委
員
長

中
里
八
班   

白 

井  

和 

利

中
里
八
班   

白 

井  

和 

利

広
報
部
会
長

広
報
部
会
長

身
は　

自
分
で
守
る
」
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

作
業
に
当
た
っ
て
は
、

・
体
調
の
管
理
、
作
業
に
適
し
た
服

の
着
用

・
作
業
用
具
の
点
検
、
整
備

・
現
場
の
状
況
の
把
握

を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お

互
い
に
声
掛
け
と
注
意
喚
起
を
行
い

安
全
に
作
業
す
る
よ
う
心
が
け
て
下

さ
い
。

本
年
も
、
委
員
と
事
務
局
が
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
各
種
講
習
会
な
ど

を
開
催
し
安
全
で
適
正
な
就
業
に
向

け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
地
球
環
境
の
激
変

に
よ
る
猛
暑
や
水
害
も
続
い
て
い
ま

す
。
私
た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
、

熱
中
症
対
策
及
び
健
康
対
策
と
大
変

厳
し
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
野

洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
、
安
全
対
策
、
会
員
の
増
加

対
策
、
就
業
機
会
対
策
等
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

私
も
野
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
と
な
っ
て
十
三
年
目

を
迎
え
、
こ
の
度
広
報
部
会
長
と
い

う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
一
会
員
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
に

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

指
導
を
頂
き
親
し
み

易
い
広
報
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。



シルバー やす（３） 令和 4年 9月 26 日

（
敬
称
略
）

令
和
四
・
五
年
度

役 
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介

理

事

長

総
務
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会

副
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事
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副
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長

女
性
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常
務
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事
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事
務
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事

総
務
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長
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事
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事
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就
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事

総
務
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会
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事

広
報
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会
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事

広
報
部
会

理　
　
　

事

事
業
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事

女
性
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会
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事

女
性
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会
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事

安
全
・
適
正
就
業
委
員

監　
　
　

事

監　
　
　

事

山 

本 

克 

巳

山 

中 

誠 

治

川 

端 

安 

子

白 

井 

芳 

治

間 

宮 

正 

男

白 

井 

和 

利

坂 

﨑 

潤 

一

米

 

澤
　

博

島 

村 

喜 

代 

子

野 

川 

篤 

美

根 

井 

克 

郎

川 

端 

初 

美

福 

本 

喜 

代 

美

奥 

山 

正 

治

若 

松 

能 

夫

中 

島 

宗 

七

三
上
四
班   

間 

宮  

正 

男

三
上
四
班   

間 

宮  

正 

男

総
務
部
会
長

総
務
部
会
長

祇
王
一
班   

川 

端  

安 

子

祇
王
一
班   

川 

端  

安 

子

女
性
部
会
長

女
性
部
会
長

野
洲
四
班   

山 

中  

誠 

治

野
洲
四
班   

山 

中  

誠 

治

事
業
部
会
長

事
業
部
会
長

残
暑
厳
し
き
折
柄
、
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
収
束

の
目
途
が
見
え
な
い
中
、
会
員
の
皆

様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
六
月
十
六
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
総
務
部

会
長
と
言
う
大
任
を
お
受
け
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学

菲
才
の
身
を
顧
み
ず
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
総
務
部
会
の
所
掌
で
あ
る
会
員

の
加
入
推
進
、
中
・
長
期
計
画
の
策

定
、
需
要
ニ
ー
ズ
の
調
査
・
研
究
等

に
関
し
積
極
的
な
研
鑽
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
理
事
の
皆
さ
ん
や
部
会

員
の
ご
意
見
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ま
た
、
豊
か
な
経
験
や
知

識
を
持
っ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
の
要
望
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
終
息
し
な
い
中
、
三
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
又
、
今
年
は
近
年
に
な
い

猛
暑
と
な
り
、
熱
中
症
の
ニ
ュ
ー
ス

が
毎
日
の
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
御
自
身
、
御

家
族
の
健
康
管
理
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
事
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
こ
の
度
、
前
重
高
副
理
事
長

兼
女
性
部
会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
重

責
を
担
う
事
に
な
り
大
変
緊
張
し
て

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
置

か
れ
る
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
少
子
高
齢
化
社
会
が

進
む
中
、
高
齢
者
の
活
躍
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
部
会
で
は
女
性
な
ら
で
は

の
活
動
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
体
調
は
い
か
が

で
す
か
。
コ
ロ
ナ
が
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
収
ま
ら
な
い
中
、
我
々
に
は
も

う
耐
え
切
れ
な
い
よ
う
な
猛
暑
の

日
々
、
今
後
は
こ
の
状
態
が
異
常
気

象
で
は
な
く
当
た
り
前
の
気
候
に
な

る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
私
も
、
一
会
員
と
し
て

入
会
以
来
今
日
ま
で
約
十
五
年
、
今

三
十
余
名
の
仲
間
と
共
に
遺
跡
の
発

掘
調
査
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
日
々

の
発
掘
作
業
は
大
変
で
は
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
も
ほ

ぼ
無
く
全
員
し
っ
か
り
健
康
管
理
に

努
め
日
々
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
も
又
、
事
業
部
会
の
部

会
長
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。会

員
の
皆
様
に
は
、
今
ま
で
以
上

の
ご
支
援
と
ご
意
見
ご
要
望
を
事
業

部
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
益
々
野

洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発

展
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
日
々
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
の
た
め
、
会

員
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
、
時
に
は
発
注
者
と
の
や
り
取
り

や
会
員
か
ら
の
意
見
要
望
な
ど
と
向

き
合
い
円
滑
な
運
営
の
為
、
裏
方
と

し
て
支
え
て
頂
い
て
い
る
事
務
局
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
ど
う
か
ご
自
愛
い

た
だ
き
残
さ
れ
た
人
生
実
り
あ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

意
見
を
事
業
に
反
映
す
べ
く
進
め
て

参
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



シルバー やす令和 4年 9月 26 日 （４）

令
和
四
年
度　

事
業
計
画

我
が
国
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
二
〇
二
〇
年
の
年
明
け
か
ら
今
な
お
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り 

、 

経
済
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
活
動
が
停

滞
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
が
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
会
員
の
就
業
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
終
息
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、 

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
昨
年
四
月
の
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
が
施
行
さ
れ
、
七
十
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
努
力
義
務
が
企
業
に
課
せ

ら
れ
た
影
響
も
あ
り 

、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
新
た
な
入
会
者
が
少
な
く
特
に
六

十
歳
代
の
若
い
方
の
入
会
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し 

、 

厳
し
い
状
況
下
で
あ
っ
て
も
高
齢
者
に
働
け
る
場
を
提
供
し
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
き
く
、 

そ

の
期
待
は
よ
り
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
高
齢
者
の
就
業
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
就
業
機
会
の
確
保
、
拡
大
等
が
求
め
ら
れ
る
中
、 

令
和
四
年
度
に
お

い
て
は
、
専
門
部
会
（
総
務
、
事
業
、
広
報
、
女
性
） 
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に 

、
会
員
の
増
加
、
特
に
女
性
会
員
の
活
躍
で
き
る
分
野
の
事
業
拡
大
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

次
に
、
安
全
就
業
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
会
員

の
高
齢
化
に
伴
う
就
業
中
の
事
故
だ
け
で
な
く
、
就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、安
全
・ 

適
正
就
業
委
員
会
と
連
携
し
、常
に「
事
故
ゼ
ロ
」 
を
目
指
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「すてきなまちに第18集」から抜粋

● 人権シリーズ

中主小学校１年 中島　育枝
なかじま いく  え

2021年度 （令和３年度）

○ ポスター部門

○ 標語部門 ありがとう　えがおがいっぱい　うれしいな

野洲中学校３年 川波　徹大
かわなみ てっ  た

こと  ば じ ぶん む い

その言葉　自分に向けて　言えますか

人権尊重をめざす人権作品紹介

野洲養護小高部６年 中主小学校５年稲家　優太 今井　 花
いな や ゆう た

祇王小学校２年 小林　聖茉
こばやし とう ま いま い はな
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員員 場場会会 広広のの

７月26日（火）希望が丘文化公園の除草作業現場へ事務局
２名でお邪魔しました。皆さん暑い中でしたが、笑顔で楽
しく会話をしながら作業されていました。一面雑草になっ
ていた場所も、短時間でみるみるうちに綺麗になっていく
様子を見て、皆さんの手際の良さにとても驚きました。野
洲市民なら一度は訪れたことがある希望が丘文化公園、美
しい景観を保つ一助としてシルバー人材センターの会員さ
んにも貢献していただいています！
希望が丘文化公園だけでなく、一般家庭や公共施設の除
草、特に手引き除草をしてくれる会員さんを大募集してい
ます！！例年春から秋にかけてたくさんのご依頼をいただき
ます。屋外での作業ですが、お客様に喜んでいただけてや
りがいのある仕事です！初めての方もリーダーさんが丁寧
に指導してくださいます。是非、少しでも興味を持ってい
ただいた方はお気軽にお問い合わせください！

野洲市シルバー人材センター TEL 586－2333

除草班大募集中！

シルバー人材センターにお世話になって11年、あまり気の長くな
い私が「よく続いたなー」と思っています。主な就業先は「イオンビッ
ク」でのカート・カゴの整理作業で今年のような猛烈な暑い日は身
体に堪えます。現役時代は、自分の考えは強く通してきましたが、
今の仕事ではそうはいきません。スーパーに来る人は千差万別で、
すべてのお客さんに対応しなければならないからです。
店からは「お客さんが第一」と言われます。理不尽なことを言っ

てくるお客さんも少なくありませんが、少し手助けをするだけで感
謝される人や、励ましてくれるお客さんもあります。そんな時は、
少しは社会のために生きているような気がしてきます。これからも
身体が続く限り健康維持と生きがいのために頑張りたいと思ってい
ます。

北野２班   饗 場  利 夫

健康維持と生きがいを糧に
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野洲市シルバー人材センター　パソコン班は現在13名が所属して皆様からの
要望、質問、要請に応えるべく、パソコンやスマホの講座、困ったときの個別相
談「お助け隊」、ちょっとした問い合わせ・相談（談話室改め）「チョコット相談室」、
銀パソ通信発行、ホームページ作成・管理などの活動をおこなっています。

  具体的な活動

１．パソコン講座・スマホ講座
パソコン基本入門
Office（ワード、エクセル、パワーポイント）基本編、応用編
写真・画像の管理・整理
スマートフォン操作、機能、アプリの活用等
年賀状作成、チラシ作成、など順次講座を開催しています。
講座の案内は野洲市広報、銀パソ通信、パソコン班ホームページで案内しています。

２．マンツーマンの個別指導（困ったときのお助け隊）
パソコンの動きが遅くなった、操作が解らない、購入したパソコンやプリンターの設定ができない、インターネッ

トに接続できなくなった、過去に保存・作成したデータがみつからないなどシルバー人材センター本所やご自宅
への訪問や遠隔操作での診断も行います。料金：1,265 円／時ですが、解決できなければいただきません。

３．談話室にかわる「チョコット相談室」再開
新型コロナ感染防止のため談話室を２年以上休止していましたが、この度、装いも新たに「パソコン　チョコッ

ト相談室」として10月から再開します。
ハードウェアの障害以外の操作（メール、インターネット、ワード、エクセルなど）が解らない、動作が遅くなった、

どのアプリを使えばいいか、データの整理、資料作成など　気軽にお問合せください。当面の間事前予約制とさ
せていただきます。

開催日：毎月第２木曜日と第４木曜日の午後１時30分から午後４時30分まで
料　金：1 時間以内 500円（参加時にお支払いください）
予約先：野洲市シルバー人材センター　電話番号 077－586－2333

　　　　　　　予約時　名前、住所、電話番号（日中繋がる番号）、相談内容をお知らせください。

４．銀パソ通信発行
毎月トピックス、講座の案内等掲載して発行し、シルバー本所、支所、

コミセン、図書館等に設置しています。

５．ホームページ管理
野洲市シルバー人材センターやパソコン班のホームページの管理・更新

をおこなっていますが、要請に応じて広くホームページ開設、管理をさせ
ていただきます。

６．パソコン班のメンバー募集
講師一同、野洲市シルバー人材センターの会員で、パソコン班に所属して各種パソコン講座のインストラクター

として得意ジャンルの講座を担当しています。
各々、様々な分野の会社を退職後、在職中に身につけたパソコンやスマホの技能をお互い交流させながら、また

日々の研鑽を怠らずにパソコンインストラクターとしての技能向上に努めております。私たちと一緒に活動して
みようと思われる方は、是非ご連絡下さい。メンバー一同、心よりお待ちしております。

パソコン班の活動紹介の活動紹介

パソコン講座の様子
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高齢者の豊かな経験と能力を地域社会に
ホームページ　https://www.sjc.ne.jp/yasu/

場  所：市道 大篠原入町線

撮  影：中里8班　白井 和利

シルバー仲間の活躍風景
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塗装・パソコン操作指導・左官・大工など

毛筆筆耕・賞状書きなど

庭木剪定・障子張り・襖張りなど

家事サービスなど

施設管理・駐車場管理など

※シルバー人材センターでは、上記以外に種々なお仕事をしています。

除草作業（機械刈・手刈）
会社内の清掃・遺跡発掘・公園清掃
スーパーでの品出し・カート回収など

事務分野

サービス分野

屋内外の作業

会員
募集中
短時間就業も
可能です！

あなたの経験を

　　活かしませ
んか？

あなたの経験を

　　活かしませ
んか？

管理分野

専門技術分野

技能を必要とする分野
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！

入会者紹介制度を実施しています！入 会 者 紹 介 制 度を実 施しています！

紹
介
制
度
の
流
れ

　現在入会されている会員の皆さまのご紹介（働きかけ）により、 シルバー人材センターへ入会して頂くことを目的とし
た制度です。 ※紹介を受けた方が入会に至った場合は、紹介者へ粗品を進呈致します。

①「会員ご紹介カード」に紹介者（現在会員の方）のお名前を記入の上、ご入会予定の方へそのカードをお渡しください。
②ご入会予定の方へは、下記日程の「入会説明会」への受講を依頼してください。
※令和4年度の入会説明会は、次の12回、いずれも９：30～開始です。
　 010月6日（木）、　10月20日（木）、　11月2日（水）、　11月17日（木）、　12月1日（木）、　12月15日（木）、
　 001月5日（木）、　01月19日（木）、　02月2日（木）、　02月16日（木）、　03月2日（木）、　03月16日（木）
※ 入会説明会は無料で受けて頂けます。必ず電話か来所により事前に予約をお願いします。（☎586-2333）

配偶者、お友達…など、是非ご入会して頂きご一緒に就業してみませんか？皆さまのご紹介をお待ちしております。

「会員ご紹介カード」は事務局に備えておりますので、是非窓口へお声がけください！


